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【商業科】 総合ビジネス科・流通コース

商工らしさ×意外性＝タックル！

【工業科】 建設工学科

感性を工学しろ！

【商業科】 総合ビジネス科・総合コース

刃物は関商工の源流！

地域へ飛び出す「商工生」 関市立関商工高等学校関市立関商工高等学校関市立関商工高等学校関市立関商工高等学校

　市内の精肉店から出されたテーマは、「SDGs と食べ歩
き」。廃棄される牛肉を使って、地元に愛される新商品を開
発できないかというお題に、真剣に向き合いました。店主か
ら次 と々出される課題やイメージに対して、一人一人が自
分なりのアイデアをまとめ提案します。最後まで候補に
残ったのは、キーマカレーパンとタックルメンチカツ。商工生
がひねり出したアイデア2つを店主が合体させ「タックルカ
レーパン」が誕生しました。企業や地域の課題に情熱でぶ
つかり答えを導き出す、関商工ではそんな授業が行われて
います。

　来春オープンするイチゴ農園と建設工学科が、タッグを
組んで新たな憩いの場を創設しています。昨年は、農園を
誰でも楽しめる場所にするための造園計画を作成。今年
は、ハウス内で使用する様々な雑貨やアトラクションを考
案しました。小さな妹がいる生徒が提案した、赤ちゃん連れ
でもＯＫな「畳とちゃぶ台セット」、楽しさをそのまま形にした
「そらとべ！いちご」など、高校生の感性を設計図に落とし
プレゼンしました。卒業後、家族を連れて自分の若い感性
が形として残る農園を訪れる、そんなサイクルを見越して企
業と進める「新しい学校のかたち」がスタートしています。

　関商工は、刃物産業を担う人材を育てるために設立さ
れました。学校のＤＮＡに刻まれた「刃物」のことであれば、
商業科、工業科に関わらず最高の商品を生み出します。
今年の課題研究のテーマは「パン切り包丁」。切ったとき
にパンくずを出さないために5種類の波刃を取り入れるな
ど、随所に商工生らしい細やかな工夫を凝らしています。名
前は、清流長良川をイメージし「関流」に決めました。販売
価格4,980円ながら、刃物まつりでは約400本を売り上げ
ました。商品の企画開発、デザイン、販売、経理に至るまで
の過程を授業で体験できるのは関商工ならではです。

躍動する部活と充実の施設
　陸上競技場・テニスコート・野球場・ソフトボール場・
ラグビーグラウンド・サッカーグラウンドなど屋外の専用
施設に加え、２つの体育館、武道場、弓道場などの屋内
施設も揃い、運動施設は大変充実しています。この充
実した施設を背景に、部活動では、ラグビー部・バトント
ワリング部・バレーボール部など、数々の部が全国の舞
台で活躍。平成23年には野球部が念願の甲子園（全
国高校野球選手権大会）に初出場しました。

商業科 ～わくわくする関市をつくる～
　専門（会計・流通・情報）、総合の各コース、進学ク
ラスを設置。商業教育を通じて、地域に貢献できる「地
域社会人」を育成します。卒業後は、ビジネスマナーや
専門知識・技術を活かし、地元の金融業やサービス
業などで活躍するだけでなく、簿記や英検の資格を活
用して大学へ進学する生徒も増えています。

工業科 ～「すき」を「かたち」にできる場所～
 「機械科」「電子機械科」「建設工学科」を設置し、将
来の夢や目標に向かって、金属加工や自動制御技
術、家づくり、まちづくりを学び、基礎基本から高度な
技術までを身に付け、地域社会に貢献できる「技術
者」を育成します。卒業後は、関市の刃物会社をはじ
め県内外の製造業・建設業で活躍し、地元の産業、
日本の産業を支えています。

至
誠
明
朗

自
分
を
育
て
、未
来
を
つ
く
る

関商工の
ホーム
ページは
こちら

　関商工は、関市立唯一の高等学校として、市民から愛され、期待される高校となれるよう、モノづくり・ヒトづくり・コトづく
りをつなぐ地域共創集団として「Seki Shoko Company」という会社を立ち上げ、地域との連携を深めています。
　3年生の課題研究の授業では、地元企業とコラボ商品を企画開発したり、高校で学んだ技術を活用して地域の困りご
とを解決したりと、1年かけて地域に飛び出し、五感を使って学びます。
　また、市内の小中学校でのドローン教室、吹奏楽部による音楽会など、高校で学び得たものを地域の子どもたちに還
元しています。

　市民から「商工（SHOKO）」の愛称で親しまれている関市立関商工高等学校は、昭和18年、刃物産業における技術
向上とそれに対応する技術者育成のため、財団法人関工業学校の名で地元企業によって設立。昭和30年に関市へ移
管され現校名となり、来年度（令和5年）には創立80周年を迎えます。今月の特集では、「SHOKO」がいかに地域に根付
き、そして地域をつくる一員となっているかを、地域連携の取組や卒業生の声を交えながら紹介します。

02



【商業科】 総合ビジネス科・流通コース

商工らしさ×意外性＝タックル！

【工業科】 建設工学科

感性を工学しろ！

【商業科】 総合ビジネス科・総合コース

刃物は関商工の源流！

地域へ飛び出す「商工生」 関市立関商工高等学校関市立関商工高等学校関市立関商工高等学校関市立関商工高等学校

　市内の精肉店から出されたテーマは、「SDGs と食べ歩
き」。廃棄される牛肉を使って、地元に愛される新商品を開
発できないかというお題に、真剣に向き合いました。店主か
ら次 と々出される課題やイメージに対して、一人一人が自
分なりのアイデアをまとめ提案します。最後まで候補に
残ったのは、キーマカレーパンとタックルメンチカツ。商工生
がひねり出したアイデア2つを店主が合体させ「タックルカ
レーパン」が誕生しました。企業や地域の課題に情熱でぶ
つかり答えを導き出す、関商工ではそんな授業が行われて
います。

　来春オープンするイチゴ農園と建設工学科が、タッグを
組んで新たな憩いの場を創設しています。昨年は、農園を
誰でも楽しめる場所にするための造園計画を作成。今年
は、ハウス内で使用する様々な雑貨やアトラクションを考
案しました。小さな妹がいる生徒が提案した、赤ちゃん連れ
でもＯＫな「畳とちゃぶ台セット」、楽しさをそのまま形にした
「そらとべ！いちご」など、高校生の感性を設計図に落とし
プレゼンしました。卒業後、家族を連れて自分の若い感性
が形として残る農園を訪れる、そんなサイクルを見越して企
業と進める「新しい学校のかたち」がスタートしています。

　関商工は、刃物産業を担う人材を育てるために設立さ
れました。学校のＤＮＡに刻まれた「刃物」のことであれば、
商業科、工業科に関わらず最高の商品を生み出します。
今年の課題研究のテーマは「パン切り包丁」。切ったとき
にパンくずを出さないために5種類の波刃を取り入れるな
ど、随所に商工生らしい細やかな工夫を凝らしています。名
前は、清流長良川をイメージし「関流」に決めました。販売
価格4,980円ながら、刃物まつりでは約400本を売り上げ
ました。商品の企画開発、デザイン、販売、経理に至るまで
の過程を授業で体験できるのは関商工ならではです。

躍動する部活と充実の施設
　陸上競技場・テニスコート・野球場・ソフトボール場・
ラグビーグラウンド・サッカーグラウンドなど屋外の専用
施設に加え、２つの体育館、武道場、弓道場などの屋内
施設も揃い、運動施設は大変充実しています。この充
実した施設を背景に、部活動では、ラグビー部・バトント
ワリング部・バレーボール部など、数々の部が全国の舞
台で活躍。平成23年には野球部が念願の甲子園（全
国高校野球選手権大会）に初出場しました。

商業科 ～わくわくする関市をつくる～
　専門（会計・流通・情報）、総合の各コース、進学ク
ラスを設置。商業教育を通じて、地域に貢献できる「地
域社会人」を育成します。卒業後は、ビジネスマナーや
専門知識・技術を活かし、地元の金融業やサービス
業などで活躍するだけでなく、簿記や英検の資格を活
用して大学へ進学する生徒も増えています。

工業科 ～「すき」を「かたち」にできる場所～
 「機械科」「電子機械科」「建設工学科」を設置し、将
来の夢や目標に向かって、金属加工や自動制御技
術、家づくり、まちづくりを学び、基礎基本から高度な
技術までを身に付け、地域社会に貢献できる「技術
者」を育成します。卒業後は、関市の刃物会社をはじ
め県内外の製造業・建設業で活躍し、地元の産業、
日本の産業を支えています。

至
誠
明
朗

自
分
を
育
て
、未
来
を
つ
く
る

関商工の
ホーム
ページは
こちら

　関商工は、関市立唯一の高等学校として、市民から愛され、期待される高校となれるよう、モノづくり・ヒトづくり・コトづく
りをつなぐ地域共創集団として「Seki Shoko Company」という会社を立ち上げ、地域との連携を深めています。
　3年生の課題研究の授業では、地元企業とコラボ商品を企画開発したり、高校で学んだ技術を活用して地域の困りご
とを解決したりと、1年かけて地域に飛び出し、五感を使って学びます。
　また、市内の小中学校でのドローン教室、吹奏楽部による音楽会など、高校で学び得たものを地域の子どもたちに還
元しています。

　市民から「商工（SHOKO）」の愛称で親しまれている関市立関商工高等学校は、昭和18年、刃物産業における技術
向上とそれに対応する技術者育成のため、財団法人関工業学校の名で地元企業によって設立。昭和30年に関市へ移
管され現校名となり、来年度（令和5年）には創立80周年を迎えます。今月の特集では、「SHOKO」がいかに地域に根付
き、そして地域をつくる一員となっているかを、地域連携の取組や卒業生の声を交えながら紹介します。

03



高田聖也さん
　　　　　　　　  （19歳）

たか　   だ　   せい　 　や

前澤陽一さん
　　　　　　　　  （29歳）

まえ　　ざわ　 よう　 いち

剣蘭奈さん
　　　　　　 （22歳）

つるぎ　らん　　な

丹羽綾乃さん
　　　　　　　　  （25歳）

に　　 わ　　あや　　の

春見研心さん
　　　　　　　　  （22歳）

かす　   み　 　けん　 しん

①緑ヶ丘中
②電子機械科（令和4年3月卒）
③サッカー部
④中部電力パワーグリッド（株）

①旭ヶ丘中
②建設工学科（平成24年3月卒）
③野球部（捕手）
④青協建設（株）土木部（一級土木施工管理技士）

①桜ヶ丘中
②総合ビジネス科（平成31年3月卒）
③バトントワリング部（全国大会銀賞）
④トヨタ自動車（株）

①緑ヶ丘中
②総合ビジネス科（平成28年3月卒）
③バトントワリング部 副部長（全国大会出場）
④OKB大垣共立銀行関支店

①旭ヶ丘中
②機械科（平成31年3月卒）
③弓道部
④ＡＮＡラインメンテナンステクニクス（株）

社 会 で 躍 動 す る 卒 業 生

上野颯汰さん
　　　　　　　　  （20歳）

うえ　   の　 　そう　 　た ①桜ヶ丘中
②機械科（令和3年3月卒）
③ラグビー部 主将（高1、2、3花園出場）
④天理大学（CTB / 180cm / 87kg）

　
見
渡
す
景
色
は
ど
こ
ま
で
も

広
い
。研
修
所
で
何
度
も
昇
降
す

る
鉄
塔
か
ら
見
え
た
景
色
だ
。こ

の
仕
事
を
志
し
た
理
由
の一つ
が

鉄
塔
に
昇
っ
て
仕
事
を
す
る
こ

と
。念
願
か
な
っ
て
配
属
さ
れ
た

送
電
課
は
、最
大
50
万
ボ
ル
ト
に

も
な
る
電
気
を
発
電
所
か
ら
変

電
所
へ
送
る
た
め
の
鉄
塔
を
建

設
、管
理
し
て
い
る
。今
は
初
歩

か
ら
一つ一つ
学
ん
で
い
る
最
中
だ

が
、い
つ
か
は
鉄
塔
の
建
設
工
事

に
携
わ
る
こ
と
が
目
標
だ
。そ
の

た
め
に
は
保
守
、保
全
、工
事
な

ど
い
く
つ
も
の
職
場
で
、技
術
・

知
識
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ

る
。目
標
到
達
ま
で
は
長
い
道
の

り
だ
が
、一
歩
ず
つ
着
実
に
歩
ん

で
い
く
つ
も
り
だ
。後
輩
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
聞
く
と「
働
き
出
す
と

自
分
の
時
間
は
な
か
な
か
と
れ

な
い
。高
校
生
活
で
は
、思
い
立
っ

た
ら
迷
わ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ

し
い
。自
分
の
世
界
が
ぐ
っ
と
広

が
る
し
、社
会
に
出
て
も
役
に
立

つ
」と
話
し
て
く
れ
た
。

や
り
た
い
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ

自
由
が
き
く
高
校
時
代
が
チ
ャ
ン
ス

　
平
成
23
年
８
月
８
日
、
阪
神

甲
子
園
球
場
。
う
だ
る
よ
う
な

暑
さ
の
中
、
彼
は
懸
命
に
声
を

出
し
仲
間
を
鼓
舞
し
続
け
て
い

た
。
甲
子
園
初
出
場
を
果
た
し

た
関
商
工
野
球
部
の
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
と
し
て
。
現
在
、
前
澤

さ
ん
は
建
設
会
社
に
勤
務
し
、

数
々
の
工
事
現
場
で
現
場
監
督

を
務
め
て
い
る
。
働
き
な
が
ら

資
格
を
取
得
し
、
大
き
な
工
事

も
受
け
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
野
球
部
で
の
経
験
が
大
い
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。
特
に
大
事
な

の
は
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」

高
校
時
代
と
変
わ
ら
な
い
日
焼

け
し
た
顔
で
ニ
コ
ッ
と
笑
う
。
多

種
多
様
な
人
た
ち
の
思
い
が
交

錯
す
る
工
事
現
場
で
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
仕
事
の
成
否
を

決
め
る
だ
け
で
な
く
、
事
故
を

防
ぐ
と
い
う
大
事
な
役
割
も
果

た
す
。
社
会
に
出
た
時
に
必
要

と
さ
れ
る
力
、
そ
の
基
礎
を
高

校
で
は
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
る
。

多
く
人
が
働
く
現
場
で
大
事
な
の
は

お
互
い
を
理
解
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
関
西
大
学
ラ
グ
ビ
ー
を
引
っ

張
る
天
理
大
学
に
あ
っ
て
、今

季
、全
試
合
フ
ル
出
場
を
続
け

る
2
年
生
だ
。「
攻
守
と
も
バ
ラ

ン
ス
を
意
識
し
て
い
る
」と
本
人

が
語
る
通
り
、試
合
で
は
常
に

チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
、デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
ラ

イ
ン
の
穴
を
埋
め
る
た
め
の
移

動
を
繰
り
返
し
、オ
フ
ェ
ン
ス
で

は
ダ
ミ
ー
や
サ
ポ
ー
ト
役
も
確

実
に
こ
な
す
。ス
ピ
ー
ド
と
キ
ャ

リ
ー
に
自
信
は
あ
る
が
、ま
だ
ま

だ
う
ま
く
な
れ
る
と
貪
欲
に
前

を
見
据
え
る
。そ
の
視
線
の
先

に
は
、ラ
グ
ビ
ー
を
始
め
た
頃
か

ら
の
夢
で
あ
り
、今
は
目
標
と

な
っ
て
い
る「
プ
ロ
選
手
」が
あ

る
。「
私
は
現
在
、目
標
に
向
か
っ

て
挑
戦
し
て
い
る
途
中
で
す
。強

い
覚
悟
と
信
念
が
あ
れ
ば
、自

分
自
身
を
大
き
く
変
え
ら
れ
ま

す
。在
校
生
の
皆
さ
ん
も
夢
や

目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
！
」と
力
強
い
エ
ー
ル
を
く

れ
た
。

黒
衣
軍
団
で
活
躍
す
る

関
西
大
学
ラ
グ
ビ
ー
界
の
超
新
星
！

　
赤
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
白
字
で

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
文
字
。伝
統
あ

る
ト
ヨ
タ
自
動
車
応
援
団
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
。同

社
に
は
野
球
部
・
バ
ス
ケ
部
・
ラ

グ
ビ
ー
部
な
ど
多
く
の
運
動
部

が
全
国
で
活
動
し
て
お
り
、土
日

は
各
地
へ
応
援
に
出
向
く
。責

任
感
が
強
く
明
る
い
人
柄
を
見

込
ま
れ
、女
子
ソ
フ
ト
部
の
応
援

で
は
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
任
さ
れ

る
な
ど
忙
し
い
日
々
を
送
る
。そ

ん
な
彼
女
を
支
え
て
い
る
言
葉

が
あ
る
。尊
敬
し
て
い
る
高
校
時

代
の
先
生
か
ら
送
ら
れ
た
言
葉

「
不
可
能
な
ん
て
あ
り
え
な
い
。

自
分
を
信
じ
き
れ
！
」。今
で
も

大
き
な
大
会
の
前
は
緊
張
す
る

こ
と
も
あ
る
が
、こ
れ
ま
で
頑

張
っ
て
き
た
自
分
を
信
じ
て
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て
い
る
。こ
れ

か
ら
も
技
に
磨
き
を
か
け
、最
高

の
演
技
で
選
手
た
ち
を
応
援
し

続
け
る
つ
も
り
だ
。自
分
を
信
じ

た
先
に
し
か
成
功
は
な
い
、そ
う

信
じ
て
い
る
。

「
不
可
能
な
ん
て
あ
り
え
な
い
」

自
分
を
信
じ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
続
け
る

　
部
活
を
頑
張
り
た
い
、と
関

商
工
へ
入
学
、バ
ト
ン
部
へ
入
っ

た
。部
活
の
練
習
は
と
て
も
厳

し
く
、来
る
日
も
来
る
日
も
バ
ト

ン
を
操
る
日
々
だ
っ
た
が
、今
思

う
と
と
て
も
濃
い
3
年
間
だ
っ

た
。苦
労
を
共
に
し
た
メ
ン
バ
ー

は
今
も
か
け
が
え
の
な
い
友
達

だ
。卒
業
後
、O
K
B
大
垣
共

立
銀
行
に
入
社
。最
初
は
慣
れ

な
い
窓
口
業
務
が
苦
手
で
、夢
で

う
な
さ
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。し
か

し
、高
校
時
代
に
部
活
で
学
ん

だ
謙
虚
な
姿
勢
で
徐
々
に
接
客

に
も
慣
れ
、2
年
前
か
ら
は
地

元
の
支
店
に
戻
っ
て
き
た
。今
期

か
ら
、社
内
の
女
性
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
員
に
選
ば
れ
、女

性
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
も

携
わ
っ
て
い
る
。高
校
時
代
を
振

り
返
る
と
、そ
の
時
そ
の
時
、目

の
前
の
こ
と
を
精
一
杯
や
り
続
け

た
こ
と
で
成
長
で
き
た
。関
商

工
を
目
指
す
人
た
ち
に
も
高
校

生
活
で
そ
う
感
じ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
。

目
の
前
の
こ
と
を
精
一
杯
や
り
続
け
る
こ
と

そ
れ
が
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
機
械
の
分

解
・
組
立
て
が
好
き
で
、工
業
系

の
仕
事
に
就
く
た
め
に
関
商
工

に
進
ん
だ
。2
年
生
の
時
に
今
の

会
社
の
求
人
を
知
り
、飛
行
機

に
関
わ
る
仕
事
を
目
指
し
た
。

入
社
後
は
羽
田
空
港
で
１
年
間

研
修
し
、セ
ン
ト
レ
ア
へ
配
属
。職

場
に
は
関
商
工
の
先
輩
も
何
人

か
い
て
、す
ん
な
り
と
溶
け
込
む

こ
と
が
で
き
た
。入
社
し
て
か
ら

「
一
等
航
空
運
航
整
備
士
」を
取

得
。今
は「
一
等
航
空
整
備
士
」を

目
指
し
、ボ
ー
イ
ン
グ
7
3
7
の

こ
と
を
猛
勉
強
し
て
い
る
。自

分
の
ス
キ
ル
不
足
・
知
識
不
足

で
飛
行
機
を
定
刻
に
飛
ば
せ
な

い
こ
と
が
あ
っ
た
。人
の
命
を
預

か
る
仕
事
な
の
で
、一つ一つ
の
仕

事
を
丁
寧
か
つ
確
実
に
、そ
れ

で
も
素
早
く
行
う
必
要
が
あ

る
。自
分
が
整
備
に
携
わ
っ
た
飛

行
機
が
、無
事
に
離
陸
す
る
の

を
見
る
と
ホ
ッ
と
す
る
。こ
れ
か

ら
も
飛
行
機
の
プ
ロ
を
目
指
し

突
き
進
む
。

知
識
を
身
に
つ
け
ス
キ
ル
を
磨
く
日
々

安
全
に
飛
行
機
を
飛
ば
す
た
め
に
！
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高田聖也さん
　　　　　　　　  （19歳）
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①緑ヶ丘中
②電子機械科（令和4年3月卒）
③サッカー部
④中部電力パワーグリッド（株）

①旭ヶ丘中
②建設工学科（平成24年3月卒）
③野球部（捕手）
④青協建設（株）土木部（一級土木施工管理技士）

①桜ヶ丘中
②総合ビジネス科（平成31年3月卒）
③バトントワリング部（全国大会銀賞）
④トヨタ自動車（株）

①緑ヶ丘中
②総合ビジネス科（平成28年3月卒）
③バトントワリング部 副部長（全国大会出場）
④OKB大垣共立銀行関支店

①旭ヶ丘中
②機械科（平成31年3月卒）
③弓道部
④ＡＮＡラインメンテナンステクニクス（株）

社 会 で 躍 動 す る 卒 業 生
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　　　　　　　　  （20歳）
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②機械科（令和3年3月卒）
③ラグビー部 主将（高1、2、3花園出場）
④天理大学（CTB / 180cm / 87kg）

　
見
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ボ
ル
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所
へ
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携
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迷
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ほ

し
い
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界
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広

が
る
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会
に
出
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も
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に
立

つ
」と
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し
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れ
た
。

や
り
た
い
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ

自
由
が
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時
代
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ス
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８
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懸
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仲
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澤
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会
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数
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が
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資
格
を
取
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、
大
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な
工
事
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受
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て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
野
球
部
で
の
経
験
が
大
い
に
役

立
っ
て
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ま
す
。
特
に
大
事
な

の
は
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」

高
校
時
代
と
変
わ
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な
い
日
焼
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し
た
顔
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コ
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多

種
多
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な
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た
ち
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が
交
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工
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コ
ミ
ュ
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ケ
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シ
ョ
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仕
事
の
成
否
を

決
め
る
だ
け
で
な
く
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事
故
を

防
ぐ
と
い
う
大
事
な
役
割
も
果

た
す
。
社
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に
出
た
時
に
必
要

と
さ
れ
る
力
、
そ
の
基
礎
を
高

校
で
は
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
る
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多
く
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働
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現
場
で
大
事
な
の
は

お
互
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解
す
る
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ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
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ン

　
関
西
大
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ラ
グ
ビ
ー
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引
っ
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あ
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て
、今
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出
場
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け
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2
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と
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バ
ラ

ン
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を
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人
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常
に

チ
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ム
メ
イ
ト
と
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ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
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と
り
、デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
ラ

イ
ン
の
穴
を
埋
め
る
た
め
の
移

動
を
繰
り
返
し
、オ
フ
ェ
ン
ス
で

は
ダ
ミ
ー
や
サ
ポ
ー
ト
役
も
確

実
に
こ
な
す
。ス
ピ
ー
ド
と
キ
ャ

リ
ー
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自
信
は
あ
る
が
、ま
だ
ま

だ
う
ま
く
な
れ
る
と
貪
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に
前

を
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え
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の
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の
先

に
は
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グ
ビ
ー
を
始
め
た
頃
か

ら
の
夢
で
あ
り
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は
目
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な
っ
て
い
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プ
ロ
選
手
」が
あ

る
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私
は
現
在
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標
に
向
か
っ

て
挑
戦
し
て
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る
途
中
で
す
。強

い
覚
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と
信
念
が
あ
れ
ば
、自

分
自
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を
大
き
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え
ら
れ
ま

す
。在
校
生
の
皆
さ
ん
も
夢
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目
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に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
！
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エ
ー
ル
を
く

れ
た
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Ｏ
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Ａ
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